
































































































































に９箇所でみられている（Ut ２号・Ut ３号・Ut ４号・















































































　Ut ２号・Ut ３号、Ut ４号、Ut ５号、Ut ７号はⅦ
層上面からの検出であり、Ⅶ層中からの検出は、Ut
６号、Ut ９号、Ut11 号、Ut12 号、Ut13 号、Ut15 号、








８号、Ut10 号、Ut12 号、Ut30 号があり、近接するも
のに Ut ６号・Ut ９号・Ut21 号・Ut22 号がみられる。
このうち Ut1 号、Ut ８号、Ut 10 号は、上層の洪水砂
層中からの出土であるが、Ut 12 号、Ut 30 号は、Ut
５号よりも下位での出土となる。
　ここでレベル差でみてみると Ut ５号は遺物の下端
レベルで標高 410.90 ｍ～ 411.00 ｍ前後に集中してい
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謝辞
　佐々木達夫先生の古希をお祝い申し上げます。私は金沢大学
文学部史学科考古学研究室を卒業後、金大の教育学部の大学院
へ進みました（金沢大学大学院修士課程教育学研究科社会科教
育専攻政治学分野）。当時、文学部から教育学部の大学院への
進学はかなり珍しかったのですが、この進学は、卒論で古墳時
代の祭祀に取り組んでいくなかで、祭祀研究には文献史学の勉
強も必要であることを痛感したことによります。教育学部には
古代史の森田悌先生が教授としておられたため、大学院では森
田先生のもとで殺牛馬信仰を中心とした祭祀研究を進めていく
ことができました。森田先生の持論は「院生は論文が書けなく
てはならない」でしたので、実は院試の前に旧知の佐々木先生
に「櫻井は論文が書けるのか」とおたずねになられたそうです。
それに対して、佐々木先生が「大丈夫」と太鼓判を押してくれ
たことを、後に森田先生から教えていただきました。爾来 30
年余、まだまだ佐々木先生のご期待にこたえられているとはい
えませんが、これからも少しずつ研究活動を進めていきたいと
思います。
掲載図版は、図１、図３〜５が坂城町教育委員会 2007 文献、
図２が坂城町教育委員会 2008 文献から引用した。なお、縮尺
は不同である。
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